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研究成果の概要（和文）：ファシズム思想が精神主義的な傾向を帯び、それゆえ文化運動と共に展開したことに
鑑み、本研究はスイス、イタリア、フランス、日本における20世紀初頭の文化運動に着目し、オラリティを介し
て集合的記憶の形成される過程を辿った。そのために独伊仏日語のオラリティ資料をテキストマイニング手法に
より比較解析し、人間の社会に情動が広範なムーヴメントを創り出すメカニズムを考察した。そのために文字資
料のみならず、ファシズム期の演説や式典、公共芸術や文化遺産保護をめぐる言説、文芸誌の検閲や国策映画の
制作過程など、各言語の文字テキストや公共空間における造形芸術を対象として、超言語圏的に同時代の言説の
動きを追跡した。

研究成果の概要（英文）：Considering that fascist ideology had spiritualist tendencies and therefore 
developed along with cultural movements, this study focused on the cultural movements of the early 
20th century in Switzerland, Italy, France, and Japan, and traced the process by which collective 
memory was formed through orality. For this purpose, we used text mining techniques to compare and 
analyze orality materials in German, Italian, French, and Japanese, and examined the mechanisms by 
which emotions create broad movements in human beings' societies. To this end, we traced the 
movements of contemporaneous discourse in a supra-linguistic manner not only through textual 
materials but also through textual texts in each language and the plastic arts in public spaces, 
including speeches and ceremonies during the fascist period, discourses on public art and cultural 
heritage protection, censorship of literary magazines, and the production process of state-sponsored
 films.

研究分野： 思想史・ドイツ文学

キーワード： ファシズム　テキストマイニング　大統領演説の検証　文芸誌の検閲　芸術運動　国策映画
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、言語を異にする文化圏を超域的に横断し、それぞれの地域・文化内部でどのようにファシズム思想が
醸成され展開していったかを、各言語圏の文字テキストやオラリティ資料を分析し統合的に検討した。これま
で、研究者自身がフィールドとする文化圏や言語圏が制約となることが多かったが、こうした超域的な議論の場
を共有し、考察したことは非常に重要な意義をもつ。これまでの成果を踏まえ、ファシズム研究をアナキズム思
想という視座から論じることが有効であると考え、アナキズム研究者らと共に「21世紀の映画と社会」と題した
ワークショップを企画・実現した。この成果発信は「オラリティと社会」という観点からも極めて有効だった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
「感情政治」6 はナチスのプロパガンダを嚆矢とするが、そもそも啓蒙主義以来、共感は市民教
育の鍵語となり、劇場やベストセラー小説をとおし て広い射程を獲得してきた。また、プロパ
ガンダという術語自体は第一次世界大戦直後には広く知られており、「教養の社会化」のために
ラジオ放送が果たした役割は絶大だった。 ドイツにおけるナチス研究は枚挙に暇がないが、「隣
国ドイツのナチス化」という脅威にさらされた近隣諸国が、ナチズムに対抗するために自らファ
シズム化していった状況下における人々の心性を、さまざまな文化運動のオラリティ資料から
多角的に浮かび上がらせることが必要と考えるに至った。 
 
 
２．研究の目的 
 
近年、感情や記憶は社会的に構成されるものであり、文化・社会・時代に応じて異なるという

考えがさまざまな領域で受容されつつある。今日、ともすれば扇情的なポピュリズムが横行する
が、人々の不安や恐怖が制御を欠けば、危険な政治的情況を招きかねない。過去の記憶を継承す
ることが重要であるのは言うまでもないが、問題は、その記憶が惹起する感情のあり方である。
図 1 が示すように、トピックや情報量ではなく、感情を喚起する言葉の多さによって言説は拡
散し広く共有される 11。世界の各地で文化的摩擦が激化しつつある中で、適切な歴史認識のみ
ならず、社会的な感情をいかに構成し、文化的社会的歴史的な敷居を越えて共有するかが喫緊の
課題となっている。本研究はこれらの問題を受け、多領域のオラリティ資料の解析に基づき、言
説を動かす情動と社会の変化を浮かび上がらせることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、文字資料のみならず、ファシズム期の演説や式典、公共芸術や文化遺産保護をめぐる
言説、文芸誌の検閲や国策映画の制作過程など、独伊仏日の言語テキストや公共空間における造
形芸術を対象とする。その上で、特定の歴史的・外交的・政治的出来事をメルクマールとして、
その前後における人々の心性を比較分析し、その変化と社会の動勢との相互作用をテキストマ
イニング手法(語句の頻度分析、関連分析、特徴分析、潜在的トピック分析、クラスター分析な
ど)により多言語圏にまたがって共通する心性の動きを可視化する。それにより経時的かつ多角
的な比較分析を行い、個別のテキスト分析からだけでは分からない人々の心性や時代性の変化
を可視化する。言語圏ごとの変化の特徴と言語圏をまたがる共通項を抽出しつつ、時代の転換点
を創り出す歴史的な出来事との相関性を考察する。具体的には以下のようになる。 
 
1， スイスにおける「自由」と「中立」概念の変成(中村・葉柳) 中村はスイスにおける自由と
国民統合と いう理想の統一的実現形態 について各陣営の演説などを階層的クラスター分析や 
トピックモデルにより分析し、シラーをどのような文脈で利用したかを可視化する。さらに『ス
イスの中立 主義の歴史』25 を電子化し、「中立」概念の経時的な分析を行う。当該書籍は入手
しているが、膨大な量であり、テキストの電子化とクリーニング作業(形態素解析等)のため RA
を 1名雇用した。また葉柳は、ナチス政権時代、スイスの大統領であったフィリップ・エターの
演説をデジタル化し、エターの大統領就任以前、就任後、第二次世界大戦前夜、開戦後、終戦後
に亘り、演説の変化を構造的トピックモデルにより経時的に明らかにし、分析した。 
 
2， イタリア・ファシズム期の公共芸術と言説(池野) 1920 年代イタリアはモニュメントブー
ムが興り、殉教者の慰霊碑などが各地に建てられるが、池野は、こうした公共的空間に建 立さ
れるモニュメントが人々の記憶の形成やファシズム体制の可視化にどう貢献したかを、同時期
に推進された過去の文化遺産の保護とも関連付けて論じた。 
 
3, ナチス占領下における文芸誌の検閲から見る思想統制(重見) 第二次世界大戦期のフランス
で保守系新聞の『アクシオン・フランセーズ』から派生した極右の週刊新聞『ジュ・スィ・パル
トゥ』の文芸欄「コズリィ・リテレール」全号分を取り上げて当時の思想統制について考察する。
そのためパリ国立公文書館(パリ)、ピュイ=ドゥ=ドーム県公文書館(クレルモン=フェラン)で資
料収集を行い、入手できたテキストを順次電子化した。 
 
4,日独文化交流史におけるファシズムの浸透(山本・中川) 山本は、江戸川乱歩の作品が、大戦
以前、大戦中、大戦後を経てどのように作風が変化したかをマイニングにより明らかにした。ま
た中川は、1940 年に大政翼賛会文化部部長に 就任した岸田國士は、『力としての文化』(1943)
において伝統的文化の保護、営利主義の追放のために国家統制を肯定していた。戦後、1946 年



11 月の文学雑誌『文学時評』で帝国主義者として厳しく批判されたことを機に、岸田に対する
評価はいまだ揺れている。岸田自身のテキストをマイニングにより分析し、岸田を一つのケース
として全体主義に対する文化人の態度の変遷を辿った。 
 
5， テキストマイニングに関する技術指導(金) 金が開発した多言語テキストマイニング
(MTMineR)のソフトをメンバーが実践するにあたり、個々の局面において生じる技術的困難の解
決、新たな機能の追加など、テキストマイニングの方法とソフト開発及び技術指導技術的サポー
トをした。ソフト開発のための RAを 1 名、電子化作業のために 2名雇用した。 
 
6， 本研究への紛争研究の知見の応用と理論構築(大平) 大平は紛争に関する学際研究におい
て、ある文化集団が、世代を経るに従って全体主義的・排外的な者に変貌していく現象を、ヒト
という種が進化の過程で育んだ特性と、現在のヒトという主の脳機能の特性から検討してきた。
これらをふまえ、本研究では情動と言語に関する心理学的構成主義を基盤とした立ち位置より、
各時代、各地域におけるファシズム研究と照合し理論的構築を図る。 
 
４．研究成果 
 
 本研究期間の間に、テキストマイニング講習会を合計 6会開催し、特に人文系研究者にテキス
トマイニングに関するスキル向上に努めた。それらの成果の 1つとして、金・中村共編著『文学
と言語コーパスのマイニング』（岩波書店、2021 年）を出版した。また 2022 年度には、論集『予
測と創発』（春風社、2022 年）を出版した。 
 本研究課題では、特に文字資料以外の資料による感情の誘発に着目した。その一環として、
2023 年 2 月 18 日には、「人新世」におけるアートと題したワークショップを企画し、京都大学
名誉教授の岡田温司先生を講師に迎えて「アントロポセンとアート」と題した講演会を一般公開
の形で開催した。また、2023 年 3 月 20-21 日には、メンバーや研究協力者によりワークショッ
プ「21世紀における映画と社会」（長崎大学）を一般公開の形で開催した。映画クルー・空族の
監督である富田克也氏、脚本を担当している相澤虎之助氏、それに加え、OneMekong クルーらを
迎え、二日間にわたって映画「サウダーヂ」や「国道 20 号線」の上映のみならず、映画と物語、
音楽との関わりなど縦横に講演してもらい、これを元に一般参加者をも交えて、21 世紀におけ
る映画と社会について活発に議論を交わした。 
研究期間終了を迎えるにあたり、論集『予測と創発』の刊行を記念して、2023 年 3 月 29 日に

は論集刊行記念シンポジウムを名古屋大学にて開催し、広く一般に成果を発信した。 
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緊急事態宣言下における内受容感覚の鋭敏さの男女差が精神的健康に与える影響
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Effects of increased interoceptive awareness on postpartum depression and emotional states: An experience sampling study
using smartphone photoplethysmography.

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
「言説と情動」研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第27回日本行動医学会学術総会抄録集

山本哲也, 内海千種, 鈴木菜穂, 菅谷渚, 吉本潤一郎, Eric Murillo-Rodriguez

山本哲也

山本哲也

山本哲也

日本心理学会第84回大会，大会公募シンポジウム

『予測的符号化の原理による心性の創発と共有-認知科学・人文学・情報学の統合的研究-』研究集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

緊急事態宣言下におけるメンタルヘルスの実態と危険因子・保護因子の解明
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『言説を動かす情動とファシズムの変貌：テキストマイニングによる独伊仏日の資料分析』第３回研究集会

日本認知・行動療法学会第46回大会，自主企画シンポジウム「認知行動療法研究の新時代を切り開く研究法」

日本認知・行動療法学会第46回大会，自主企画シンポジウム「臨床心理情報学―臨床実践と研究に活かす情報技術―」

山本哲也

山本哲也

山本哲也

W. Zheng and M. Jin

9th International Conference on Computational Data and Social Networks（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

情動を可視化・予測する心理情報学的アプローチ

機械学習アプローチ

認知行動療法に寄与する心理情報学的アプローチの展開

A fast class noise detector with multi-factor-based learning"

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2021年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

College international de Philosophie（招待講演）（国際学会）

日本認知科学会第36回大会 オーガナイズド・セッション（招待講演）

日本認知科学会第36回大会 オーガナイズド・セッション

 ３．学会等名

中村靖子

大平英樹

池野絢子

重見晋也

研究会「20世紀イタリアの芸術と文化」

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年
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深層学習・人工知能・認知モデリングー心理学・認知神経科学の立場からー

神経系・内分泌系・免疫系のクロストークを実現する予測的処理

予兆にもとづく意思決定
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nervous?: A look at the irritable bowel syndrome from a biopsychosocial perspective
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